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資生堂のCSRの基本方針 

商品の 
環境・社会性 

顧客との 
関係づくり 

安全管理 
製品責任 

人材育成 
女性支援 

文化支援 

ブランド 
マネジメント 

社会貢献 
コミュニティ
支援 

技術革新 
マネジメント 

会社全体の 
環境対応 

コンプラ 
危機管理 

雇用・ 
労働環境 

コーポレート 
ガバナンス 

サプライチェーン 
マネジメント 

新興市場 
マネジメント 

資生堂の企業ブランド価値 

ヒト・モノ・カネ・評判等の経営資源に 
影響し、事業に間接的に影響するもの 

事業活動に直接影響するもの 
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資生堂のCSRとは企業理念を実践するための企業活動のすべて 

男女共同参画の実現は、経営・事業活動における重要な要素 



非財務情報（ＣＳＲ情報）に関する開示方針 

① 当社経営の透明性を確保し、ステークホルダーから信頼を構築するために必要
なＣＳＲ関連情報を積極的に公開する。公開項目は国際的基準「ＧＲＩガイドライ
ン」を指針とし、ここでの要求項目に対して「無記載（公開情報なし）」とならない
ように説明責任を果たしていく。 

② 数値データの公開についてはカバーしている事業所の範囲や算定・言葉の定
義を明確化し記載する。特に、違反事例などのマイナス情報につき公開事例が
ある場合は誤解を生じさせないように、事案の内容や対応策について必要な説
明を付す。 

③ 数値データの把握が困難な場合は段階的な把握に努めることとしその間は現
況や定性情報を公開する。 

④ 公開リスクが想定される場合は、透明性・信頼性構築の公開メリットと比較考量
し、公表の有無を判断する。   

情報開示の取り組み 

GRIガイドラインに準拠し可能な限り情報開示していく 
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     公式ＷＥＢサイト（ＣＳＲレポート） 

社会的責任に関する国際規格ISO26000に準拠して掲載 

男女共同参画の考え方、具体的な制度・取り組み、データを開示 

開示 

事例 
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     アニュアルレポート 

統合化レポートの動きを踏まえ、非財務情報（ＣＳＲ情報）を充実 

男女共同参画の考え方、具体的な制度・取り組み、データを開示 

開示 

事例 
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     株主総会（招集通知、総会当日の説明） 

コーポレートガバナンスの状況（女性役員の状況）の説明 

株主総会での説明 
「女性役員が少ない」との総会質問が毎年
出る。12年総会ではガバナンスの取り組
みを報告事項の補足として事前に説明。 

招集通知 
「女性役員の状況を把握したいので、性別が
わかるようにしてほしい」との外国人株主から
の要請に対応し、役員候補の写真を掲載 

開示 

事例 

招集通知 

招集通知（英訳版） 
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     国内外の機関投資家とのCSR（ＥＳＧ)ミーティング 

非財務情報に関心をもつ投資家と対話。当社のＣＳＲを説明。 

開示 

事例 

機関投資家 

 

 

 

 

 

ESG 

調査機関 

など 

ファンド 

マネジャー 

など 

ESG 

アナリスト 

レポート・ 
ＩＮＤＥＸ 

助言・ 
報告 

資金 

提供者 

責任投資ガイドライン 

投資方針など 

機関投資家の関心事項を把握。当社の方針や活動状況を説明。 

  女性社員・役員の状況は、機関投資家の関心事項のひとつ 

ミーティング対象者 ミーティングプレゼン資料例 
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開示 

事例      開示している内容 

２０１２年度の記載内容 

招集通知 ・事業報告の「取締役および監査役の氏名、地位および当社における担当」
に、女性役員数と男性役員数を注記 

・参考書類の役員選任議案に、男女がわかるように役員候補写真を掲載 

アニュアル 

レポート 

（統合レポート） 

・人材育成に関する項目で、女性社員の育成に関する方針と取り組みを記
載 

・コーポレートガバナンスに関する項目で、役員のダイバーシティの考え方と
現状、女性役員数を記載 

・人事関連データとして、「女性社員数」、「女性リーダー比率」を記載 

ＣＳＲサイト ・ダイバーシティの推進と女性活躍支援策の取り組み内容を掲載 

・人事関連データ「地域別女性社員数」「地域別女性リーダー数・比率」など
を掲載 



9 当資料の記載内容のうち、歴史的事実でないものは、資生堂の将来に関する見通しおよび計画に基づく将来予測です。 

これらの将来予測には、リスクや不確定な要素などの要因が含まれており、実際の成果や業績などは、記載の見通しとは異なる可能性があります。 


